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2. 5. MRIを用いた脳機能測定 
 










よる測定は、この信号変化、つまり BOLD信号（blood oxygen level dependent signal）
を脳活動の反映として捉え、画像化するものである。BOLD 信号を鋭敏に捉える為に、
通常の MRIとは違い、fMRIでは連続高速撮像法である EPI(echo planner imaging)が



































課題の正答率（後述）が 80 パーセント以下の者（10 名）を除外し、本研究では、残



















て、ウェクスラー式成人知能検査（Wechsler Adult Intelligence Scale: WAIS）（16
歳以上）とウェクスラー式児童用知能検査（Wechsler Intelligence Scale for 
Children: WISC）（16 歳未満）がある。この検査で求められる全検査 IQ (full scale 
IQ, FIQ)は、４つの群指数をもとに算出される。言語理解指数 (VCI)、知覚統合指数

















されていないことから、本研究では、VVQ は用いず、POI と VCI を認知スタイルの指
標として用いた。 
 


































 本研究では、fMRI を用いて、前述の課題遂行中の脳活動を計測した。 
 使用した測器は、3 .0 テスラ MRI スキャナー（Philips 社製 Intera Achieva 3.0T 
Quasar Dual）である。脳機能画像は、gradient – echo Echo Planar Imaging (GE EPI)
法を用いて EPI撮像を行った。この EPI画像は、全脳を撮像範囲として、スライス数
４２枚、スライス厚 3 mm、スライスギャップ 0 mm、横断面撮像、繰り返し時間
(repitition time ; TR) 2.5 s、エコー時間(echo time; TE) 30 ms、フリップ角 90
度、撮像面範囲（field of view; FoV） 192×192mm2、撮像マトリックスサイズ 64
×64ピクセル、ボクセルサイズ 3×3×3 mm3とした。 
 






Parametric Mapping 5 (SPM5; Wellcome Department of Cognitive Neurology, London, 































Talairach アトラスの座標系と若干異なるため、本研究では、この MNI 座標を用いて
脳部位の報告を行った。この空間的標準化では、まず、剛体変換に拡大縮小およびシ
アーの変換を加えたもの（アフィン変換）と非線形変換を用いて、各被験者の EPI画










する効果がある。具体的には、EPI脳画像データに対して、 x、 y、 zの 3軸方向に

























行った。ここでは、全脳のボクセル毎検定を行い、危険率（p 値）を 5 % として














Parameter estimateと POIまたは VCIとの相関を示す線形回帰直線の傾きに有意な男


























数から除外することとした。また、認知スタイルの指標である POI と VCIの間に低い
相関が見られたが、相関係数からこの関係性を持たない被験者が多数存在することが
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y = 0.5835x + 86.022 















y = -24.874x + 975.47 
















y = 0.7294x + 93.504 
















y = -0.8762x + 109.88 
















































































































































y = 0.0273x - 3.1752 
















































y = 0.02x - 2.48 
R² = 0.123 
y = 0.034x - 3.8271 
























































全被験者 (n=144) 男子 (n=68)  女子 (n=76)   
  平均  標準偏差 平均  標準偏差   平均  標準偏差  p 値 
POI 99.24 13.74 99.84 14.36  98.71 13.23  0.62 
VCI 102.53 12.82 103.91 12.93  100.96 12.64  0.17 
平均反応時間 (msec) 6736 1150 6879 1211  6609 1085  0.16 









  VCI POI 年齢 正答率 平均反応時間 
VCI  0.361** 0.169* 0.024 -0.001 
POI   -0.189* 0.103 0.091 
年齢    0.327** -0.641** 















クラスター サイズ  解剖学的領域名 x y z t 値 
全被験者        
a 15353  右中後頭回 30 -78 15 25.09 
   左補足運動野 -3 0 54 23.50 
   右小脳半球単小葉 30 -48 -30 23.08 
b 228  左下前頭回三角部 -48 36 27 9.64 
c 15   左中後頭回 48 42 -3 6.52 
d 23  左中前頭回 -36 51 21 6.32 
男子        
a 10228  右中後頭回 30 -78 15 18.65 
   左上頭頂小葉 -18 -75 45 17.92 
   左補足運動野 -6 0 54 16.71 
b 193  右中心前回 45 6 30 6.71 
   右中前頭回 51 33 33 6.58 
   右中前頭回 42 48 30 5.01 
c 14  右中前頭回 39 54 15 6.00 
d 48  左中心前回 -54 6 33 5.86 
   左島皮質 -42 0 3 5.85 
e 6  左島皮質 -24 21 6 5.34 
   左尾状核 -15 21 0 5.03 
f 3  左紡錘状回 -36 -6 -30 5.12 
g 2  右側頭弁蓋部 63 12 15 5.04 
h 2  右尾状核 6 16 6 4.90 
女子        
a 13977  右中後頭回 30 -69 24 19.06 
   右小脳半球単小葉 21 -48 -27 18.98 
   左中後頭回 -30 -81 12 17.74 
b 211  右中心前回 42 3 30 9.17 
c 158  左中心前回 -48 6 39 8.51 
d 51  右下前頭回三角部 51 36 27 6.50 
   右中前頭回 45 35 39 6.05 
   左下前頭回三角部 42 24 27 5.02 
   右下前頭回眼窩部 46 42 -3 6.14 
e 7  右下前頭回眼窩部 24 46 -12 5.17 


























は見られなかった。サイズ、座標(x, y, z)、t値に関しては、表３と同じ。 
 サイズ   解剖学的領域名  x y z t 値 
全被験者 
 38  右側頭頭頂接合部  48 -66 24 5.77 
男子 
 12   右側頭頭頂接合部  48 -60 21 5.45 
